
第２回盛岡市学校給食懇話会 会議録 

 

１ 開  会 

２ 協  議 

 会議の公開・非公開について 

会長 まず初めに，前回皆様に協議いただきました会議の公開・非公開

の取扱いについて，皆様既に御承知のとおり，非公開としたことに

つきまして，様々な御意見を頂戴しているところでございます。そ

こで，前回２度に渡り御協議していただき全員一致で非公開とする

決定を行ったところでございますけれども，改めてお諮りしたいと

思います。 

 まずは，市の審議会等の会議の公開に関する指針について改めて

事務局から説明をお願いします。 

事務局 

豊岡部長 

 お手元に配布しております。審議会等の公開に関する指針を御覧

いただきたいと思います。 

 第１の趣旨ですけれども，この指針は審議会等の会議の公開に関

する基本的な事項を定め，市民に対して審議会等の会議の状況を明

らかにすることにより，市民の市政への理解と信頼を深め，もって

公正で開かれた市政の推進に寄与することを目的とするものでござ

います。それを受けまして会議の公開の基準ということで第３に定

めてあります。審議会等の会議は，原則として公開するということ

で，第１の趣旨を踏まえて原則公開としています。例外の規定がご

ざいまして，(1)，(2)に該当する場合は当該会議を公開しないこと

ができるという風に定めてございます。１つ目は盛岡市情報公開条

例第 7 条各号に掲げる情報に該当すると認められる事項について審

査，審議を行う場合。(2)といたしまして公開することにより審議会

等における当該会議の円滑かつ公正な議事運営に著しい支障が生ず

る恐れがある場合でございます。情報公開条例のほうを御覧いただ

きたいと思います。第７条各号に５つの項目が定められております。

１つ目が法律等の規定により公にすることができないと認められる

情報。(2)としまして個人に関する情報。(3)として法人その他に関

する情報。(4)といたしまして市の機関等におきまして，内部又は相

互間における審議，検討又は協議に関する情報であって，公にする

ことにより，率直な意見の交換若しくは意思決定の中立性が不当に

損なわれるおそれがあるもの。(5)といたしまして，市の機関等の事

務又は事業に関する情報であって，公にすることで事業の適正な遂

行に支障を及ぼすおそれがあるものということで，条例では５つの



項目に該当する場合には非公開とすることができると定めていると

ころであります。 

事務局として検討いたしました結果，前回，自由な発言の妨げと

なるということで，非公開となったわけですけれども，指針，条例

等を検討した結果，公開しない理由に当たらないというふうに考え

ているところでございます。 

会長 ただいま，事務局から改めて説明がありました。今回公開に関す

る指針や条例等も出していただきまして理解が深まったかと思いま

す。前回は会を公開することによって発言の妨げになるおそれがあ

るとして非公開としましたが，原則公開というようなところもござ

いますので，改めて公開，非公開につきまして皆様に御意見をいた

だきたいと思います。 

→ 意見なし。 

御意見が無いようですので，市の説明の趣旨を汲みますと，公開

となるかと思いますけれどもよろしいでしょうか。 

→ 異議なし。 

それでは，公開ということで進めさせていただきます。 

 

 (1) 「学校給食に関するアンケート」について 

     事務局から資料に沿って説明 → 質問等なし。 

 

 (2) 中学校給食について 

     事務局から資料に沿って説明 

会長 アンケートの結果も踏まえながら，御意見をいただけたらと思いま

す。そこで次第のほうに協議のポイントが示されておりますので，こ

れに沿って進めてまいりたいと思います。はじめにポイントの１の

「現在，中学校３校（仙北，大宮及び北陵）がミルク給食となってい

ることについて，どのように考えるか。」について，御意見をいただ

ければと思います。 

副会長 資料２の時間割についてですが，仙北中に通う子供が給食を食べる

時間が少ないという話をしており，資料を見ると仙北中，大宮中は40

分間，北陵中は45分間になっていますが，他の学校を見ると60分や50

何分と多く確保している学校がありますけど，時間が異なるというの

は，時間割を各学校が定めているからでしょうか。 

事務局 

 遠藤係長 

時間割については各学校によって定められております。 

副会長 私の中学校の先生にも聞くと，この時間帯で給食になると非常に時

間がタイトになるという話が出ました。実際に仙北中の40分間で給食

を導入するとなると，休み時間も無くなり，大宮中も同じく40分間，



北陵は45分ですが，これを見ると下橋中なども40分間で自由選択方式

を実施しておりますが，学校が時間割の割り振りを考えているという

ことでしょうか。 

会長 学校ごとに時間割，給食時間を立てております。先ほどの，資料の

14ページにもありますように，文科省の記事によりますと，食べる時

間と後片づけが終わるまでの時間は，中学校で45分程度といように示

されているようですので，これをもとに各学校で時間割を決めていま

す。 

副会長 中学校の昼休み時間の45分の中で，給食をとるというのは時間的に

十分ではないという認識でよろしいですか。 

事務局 

 遠藤係長 

配膳時間と下膳時間を含めると，時間的になかなか厳しいというと

ころがありますので，やはり給食方式が変わることによって時間割に

ついて見直しいただかなければならない部分はあると思います。 

教職員を対象としたアンケートの結果においては，時間の部分を気

にしているというような回答を多くいただいているというのが現状

でございます。 

会長 時間のところは，その他のところでまた協議していただくことと

し，まずは，中学校３校のミルク給食についてどう考えるかというと

ころですが，本日委員として市の中学校長会を代表しまして千葉校長

先生にも出席していただいておりますので，大宮中学校ではこのミル

ク給食がどのような状況なのか教えていただきたいと思います。 

委員 実施校の拡大ができない理由として，引き受ける業者がいないとい

うことなのですが，選択制給食を未実施の学校としては，選択の余地

がないということで，市内で条件が揃っていないことは，望ましくな

いのかと思います。 

逆に，全員がお弁当であることで楽な部分もあります。事前注文や

注文変更等の事務負担が無いことや，外出する行事などの際には，そ

の子だけ先に食べさせることができるという良さはあるんです。しか

し，保護者の意見を聞くと，選択の余地がないということは，困るか

なというところはあります。 

会長  先ほどのアンケートの結果でも，保護者の方が給食を望んでいる割

合は多いようですけれども。その他，このミルク給食になっているこ

とについて，委員の皆さまから御質問，御意見はありませんでしょう

か。 

委員 未実施校の３校の話が出ましたが，３校だけの結果というのはどう

なっているのでしょうか。 

 

事務局 

白石主幹 

≪資料８ページを示して説明≫ 



会長 そうしますと，未実施校の生徒につきましては，同じ給食が全員に

提供される方式と，選択方式が半々の割合でありますし，保護者の方

は，全員同じ給食が提供される方式を望んでいる割合は多いというよ

うな実態のようでございます。 

他に御質問等がなければ，次に２の盛岡地域の中学校給食の実施方

法はどの方法が良いかということについてですけれども。（１）から

（３）までアンケートにも出ていますけれども，委員の皆様のお考え

をお聞かせ願いたいと思います。アンケートの結果を見た感想でも構

いませんので。 

委員 資料の14ページですけれども，今のランチボックスの実施状況とあ

りますが，利用率の算出方法が１回以上申し込んだ生徒をカウントし

ているということは，実際はもっと少ないのでしょうか。例えば１日

平均何割くらいの生徒がランチボックスを利用しているかといった

時に，大雑把な計算で大変恐縮なのですが，28年度と29年度は約17

万食を提供しておりますので，年間の提供日を170日とすれば，１日

当たり1,000食のランチボックスを利用している計算になるかと思い

ます。これを全校生徒で割ると，10校の生徒数がわかりませんが，生

徒総数分は１日平均当たり大雑把に１校当たり100食とした場合，三

分の一あるいは五分の一となり，資料の数値より相当少ないかと思い

ますがいかがでしょうか。 

事務局 

 遠藤係長 

いわゆる供給率というもので我々は把握しているものですが，全員

が注文した数について当然この数値を下回るというのが現状になり

ます。あくまでも，１回でも申し込んだ生徒数をカウントしているこ

とになりますので，５％から６％はこちらの数値から下がるというこ

とになります。 

委員 そうすると，２割から３割程度ということですね。そうすると，７

割から８割は選択制の学校でもお弁当を持ってくる子の方が多いと

いうことですね。 

委員 私は今回，保護者としてこのアンケートに答えましたが，結果を見

ますと，子供は意外と選択制給食よりも，お弁当の方がいいんだなと

いう認識です。私の子供は選択制給食の実施校に通っておりますが，

ランチボックスを頼んでいる生徒はほんのわずかです。子供の認識で

は，給食よりお弁当がいいのだと，保護者の意見は給食がいいとグラ

フからとってわかります。保護者としての意見を言わせていただけれ

ば，断然私たちは給食を望んでいます。なぜかというと，一番は保護

者の負担と思われるかもしれませんが，高校生になったらお弁当は作

らなければいけないものですから，それは別に問題ではありません

が，やはり成長盛りの中学生にとって家庭のお弁当が果たして栄養価

を満たしているかと。毎日お弁当を作っている私には自信がありませ



ん。というのは，昨日の残り物を詰めて，冷凍食品を入れ，赤色が足

りないと思ってミニトマトを入れ，緑色が足りないと思って，緑の葉

っぱを入れて，これが果たして栄養価のあるお弁当なのかと感じてい

るところです。ですから，管理栄養士さんが立てた献立の給食を成長

盛りの子供たちに毎日提供してもらえれば親としてはありがたいと

思いますし，地域によるのかもしれませんが，朝晩ちゃんと食べてい

ない子供がいて，昼食が栄養源になっている子供もいるかもしれない

ので，このことも考えて給食実施を望むものです。 

会長 そもそも，給食はただ食べればいいというものではなく，当初の給

食の課題が，食に対する正しい理解，あるいは学校給食を活用した食

に関する指導の実施をしていくという部分がある中で，果たして選択

給食がいいのか，お弁当がいいのか，給食がいいのかというようなこ

とも考えていかなければならない議題かと思います。 

委員  小学校では食育ということが重要視されておりまして，都南の給食

センターの栄養士さんが定期的に学校を訪問し学年ごとに，給食につ

いての話をしていただいて，いろいろな情報を提供していただき，食

育という点から，効果があり非常にありがたいなと思っています。そ

のことから考えて，当然都南地区の中学校は似たようなことを実施し

ていると思いますが，やはり中学校で同じような形で継続される食育

というのは，教育の面から考えても重要ではないかと思います。 

会長 学校給食法の方にも，栄養教諭の職務としては，給食時間における

食に関する指導と，教科等における食に対する指導というのがあるわ

けですから，給食時間における指導というのを中学校の方でもしてい

かなければならないというような問題はあるのかと思います。 

委員 私は学校の栄養士として出席させていただいているのですが，毎月

学校給食に関する栄養職員が参加する会議がございまして，１回目の

懇話会を受け，栄養士会の会員で協議を行いました。まとめますと，

先ほど，佐藤委員からのお話がありましたように，食育というのは

我々の職務としましては，進めていきたいという考えでして，もちろ

ん自校給食のような望ましい形の給食を実施できればと思っていま

す。ただし，経費やセンター方式などさまざまな面もありますが，我々

の立場としましては，自校給食または，センター給食でみんな同じよ

うな給食を食べて，食育の観点からも成長を望みたいという意見にま

とまりましたので御報告いたします。 

会長 中学校の生徒には食に関する指導が必要だという観点からも，給食

が望ましいのではないかという意見でした。 

委員 調理員の立場から言わせていただきたいのですが，私は就職してか

らなぜ私は給食を作っているのだろうかと思っています。別に，お昼

はご飯を作らなくても親が作ってくれればいいなと思っていました。



学校長の方々にもその話をすると，学校にご飯を作ってくれる大人が

いるから，安心していられるのだと，歴代の校長先生はおっしゃいま

す。そうでないと，ただご飯を食べるだけでいいのなら，どこかで買

ってきた方が安いですよねと。しかし，なぜいるのだろうと何回も問

われます。コストを考えると500円くらいのお弁当を毎日供給できる

くらいの能力は会社にはあると思いますけども，なぜ私たちが学校で

調理をしているのかと自問自答しております。だから，どうしてもこ

だわりたいのは，給食はなんのためにあるのかということを最初に議

論し，それから，やはりエネルギーためには安い方がいいとか，教育

のためにはお金がかかってもいいからこうした方がいいというのを

議論するべきであると思います。というのは，我々調理員の人件費を

１食当たりに換算すると500円くらいかかっているようでして，提供

するだけであれば，コンビニなどで作れば，ただで提供できます。で

もなぜ給食をやっているのかということなのです。こんなこと言うと

市内の調理員さんに，お前はなにを言っているのだと，言われそうで

すけれども。なんで給食があるのかということをしっかり考えなけれ

ばいけないと思っております。この部分をみなさんに考慮いただけれ

ばと思います。 

会長 今年，６月27日の市議会の決議では，学校給食が児童及び生徒の心

身の健全な発達に資するものであるということを前提にして中学校

の給食の在り方についてどうお考えになるかということをここで御

意見を述べていただければなと思います。 

まずは，給食が提供される方式という意見が多いようですが，その

他の御意見をお持ちの方はいらっしゃらないでしょうか。 

委員 単独校のことだけで申し訳ありませんが，やはり給食を作っている

人たちの顔が分かることで，子供たちが手を振ってくれたり，おいし

かったよと言ってくれたり，安心を提供できているのかと思います。

ですから，先ほどお母さんが作っているお弁当は果たしていいのかな

と，おっしゃっていましたがが，それでいいのです。しっかりとした

管理のもとで提供されているというお墨付きがあるだけです。そのた

めにいると思うので。安心はお金では買えないと思います。 

会長 単独調理場では，子供たちが調理員と一緒に給食を食べる機会を設

けたり，あるいは調理員さんに感謝の手紙を書いたりすることで，感

謝の心を育てたり，あるいはキャリア教育という面からも，調理員さ

んたちの仕事は大いに役立っているかと思います。学校給食研究会と

してはそのように捉えておりました。 

委員 

 

うちの子供は中学校に行っていて，ランチボックスを食べていま

す。子供にランチボックスはおいしくないのかと聞いたところ，おい

しいよと答えました。今回のアンケートの中においしくないという声



も多いかと思いますが，それは自分の好みに合わない，自分のお母さ

んが作ってくれた馴染みの味ではないから，おいしくないと言うので

あって，決してまずいのではないと思います。ですから，このアンケ

ートの数字だけを見るのではなく，いろいろな観点から見なければい

けないなと思います。また，皆さんが言ったとおり，バランスのとれ

た食事を家庭で作ろうとしたら，本当に大変です。やはりセンターに

するためにはアレルギーだとか様々な課題もあるかと思いますが，お

弁当ではない給食はありがたいと思います。今の世の中，お母さんが

料理ができるとは限りません。お母さんが料理下手だから，お金を渡

しているような家庭もあるかもしれません。そういう時代になってい

ますので，昔と比べたり，今現在こうだからと進められない現状もあ

るのかと思います。 

委員 

 

資料１の平成13年のアンケートの際には，食育だとか，給食ありき

ではないですが，そういった議論はされなかったのでしょうか。皆さ

んの共通した認識としては給食がいいとなっている中で，17年前はこ

のような議論はなかったのでしょうか。 

事務局 

 遠藤係長 

 

 

食に関する指導，食育に関して，課題等あるということは議論され

ております。食育の部分に関して言いますと，市の食育をどう進めて

いく必要があるのかという御意見もその当時いただいております，教

員の負担が大きくならないようにという御意見もありました。基本的

な学びに関することは，学校と家庭と区別なく指導をやっていくこと

が重要であるという意見もいただいております。先ほども御意見をい

ただきましたが，小学校の食育に比べて，中学校の食育が進んでいな

いという御指摘もいただきました。これに関しては，提供方式の違い

が障害になっているのではないかという御意見をいただいたところ

でございます。 

委員 当然これを受け，平成20年から選択制に踏み切った理由があると思

いますが，なにか明確なものはおありでしょうか。 

事務局 

 遠藤係長 

前回の資料７として，市立中学校給食実施基本計画をお渡ししてい

ますが，こちらが検討を重ね，御意見をいただいた上で，市で定めた

計画でございます。３ページの実施に当たっての資本的考え方の中で

望ましい食習慣の育成の必要性についてのほか，「食」に関する自己

管理能力の育成の必要性についてなども踏まえながら，選択制給食が

選択されたということでございます。 

委員 当時のことは分からりませんが，全国的に盛岡市が取り残されたよ

うな，学校給食を実施していない学校があるというごく少数の自治体

に分類されているようです。意見として言いづらいですけれども，県

としての指導はなかったのでしょうか。ここまで数字が低いところを

見ますと，完全給食に踏み切らせるべきではなかったのでしょうか。 



委員 県としましても，国としましても，平成28年から32年の間の第三次

の食育推進計画というものがありまして，中学校における学校給食の

実施率が目標になっております。26年度は87.2％だったものを，28

年度は91％で，32年度は90％を目標に給食を実施できるようにすると

いうのが国の計画です。皆さんの御存じのとおり，学校給食は市町村

の主体で行うものでございまして，県の指導としましては衛生面等に

ついてでございます。盛岡市さんの方では選択制給食を導入しながら

実施しているところと伺っております。私が１つ気になっているの

は，14ページのところの業者が少なくなっているというところです。

皆さまから，食育という大事な観点でございますし，生活習慣病の予

防にとっても大切です。私の子どもの頃はそんなことはなかったけれ

ども，給食は充実させていかなければならないと思います。盛岡市の

事情もございますことから，計画的なものとしていかなければならな

いかと思います。 

会長 盛岡市の方でも第三次，市の食育推進計画が2018年度から2022年度

までありまして，その議論的な方向性として小中学生の健全な食習慣

の形成が出ておりますし，目標の８には，小中学校の給食における県

産食材割合の増加というのが示されています。 

委員 私は17年前にも委員だったのですが，その際に全面に出ていた部分

として，選択制方式はＡランチ・Ｂランチの２つのメニューから選べ

るというものだと思いました。 

事務局 

 遠藤係長 

最初は１種類の献立でございます。選択制給食はお弁当か給食かを

選べるという意味で開始しました。その後，利用率を上昇させる方策

として，主菜部分の献立を２種類に増やし提供していた時期がありま

した。その時期を経て，肉と魚の主菜にしますと，肉の方に申込みが

偏るという問題から，給食費の均衡を保つのが困難になるという問題

もあり，現在は１種類の提供とさせていただきました。 

会長 ランチボックスの業者が１社のみということで，３校はミルク給食

という実態ですし，先ほどのお話にもありましたとおり完全給食の実

施  の形態がその他に分類されていることから，委員の皆様から

は，全員に同じ給食が提供される方式がいいのではないかという御意

見が多数出てまいりました。そうした場合に，実施の方式をどうして

いくかという課題があり，事務局からは，単独調理場方式，センター

方式，自由選択方式というような説明がありましたが，委員の皆様か

ら御意見はありませんでしょうか。 

委員 

 

望ましいのはもちろん単独調理場方式だと思います。やはり生徒の

顔が見える方が，誰が食べているかわからないより調理員さんたちに

とってもいいと思います。食べる側も作る側も食育という観点では，

単独調理場方式がいいと思います。ただし，それができない予算的な



ものがあると思います。センター方式になるのであれば，配膳時間に

時間がとられて食育の時間の割合が増えてしまうとしたら，配膳時間

を食育時間として，学校のカリキュラムの中に入れることで，授業の

一環も兼ねることができるのかなと思います。そういうやり方をしな

がら給食実施の方向にいければなと考えました。 

会長 都南地区の小学校の方では，給食センターへ児童が見学に行くとい

うことはあるでしょうか。 

委員 本校では，予定しておりませんが，他の学校ではあると思います。 

 

会長 ここでは，自由な意見でよろしいと思いますので，御意見をお聞か

せいただければと思います。 

委員 巻堀小学校は，センターに見学に行きます。給食センターの従事員

が感謝の手紙ももらったことがあるということも聞いております。私

の考えは，食材は調理されて食べるところまで見えるのがいいと思い

ますけれども，子供が減っていく中で，単独調理場方式の整備は大変

であると思いますので，センター方式でもいいかと思います。 

会長 我が家の息子の話ですが。中学２年の長男が小学校の時に，１年間

仙北小学校に通っていたことがありまして，そこは単独料理場方式

で，温かくて作りたてでおいしい給食をいただいておりました。２年

生になり，向中野小学校に転校すると，そこではセンター方式でした。

長男は食べるのが大好きで，仙北小学校の給食はすごくおいしくて大

好きだったのですが。センター方式に変わると，なにかが違うと小さ

いなりに感じて２年生になったばかりは，納得がいかないようで苦情

がありました。しかし，作りたてか，センターで作ってきたのかの違

いであって，栄養のバランスや献立というのは一緒であるという話を

して，子供が大きくなるために必要な献立を考えてもらった給食なの

だと，少し見方を変えて献立表を見て，その中で何が今月おいしかっ

たかと聞いていく中で，だんだん好きなメニューができてきました。

６年間給食を楽しみに過ごしました。 

どこで作られていても一緒だと思います。食べる姿勢というのを育

てたいなという思いがすごくありまして，家庭のご飯でも，好き嫌い

別にメニューは考えないと思います。家族全員が箸をつけられるよう

なものをお母さんは考えて作っていると思いますので，みんなで出さ

れたものをありがたくいただくという精神を身に付けてほしいとい

うのが，私が食育に望んでいることです。もちろん受け付けない食材

もあると思いますが，それは仕方ないとして，なんとか工夫したら食

べられるものは食べるような子供たちになってほしいというのが私

の食育の考えです。私はどちらでもいいと思いますし，選択制給食で

はなくてみんなで同じものを食べたいという考えがあります。 



会長 それでは，単独調理場という御意見もありましたし，あるいは共同

調理場ということもありました。どちらにしても子供たちの食に関す

る正しい理解を深めていくような給食の提供をしてきたいというよ

うなお考えになるのかなと思いました。ありがとうございます。 

皆様からの様々な御意見をいただきまして，教育委員会の方でも参

考にしていただけたらなと思います。 

それでは（３）のその他ですけれども，皆様から何かありませんか。 

→意見なし 

それでは，本日予定されておりました協議事項はすべて終了いたし

ました。皆様，御協力いただき，大変ありがとうございました。進行

を事務局にお返しいたします。 

３ そ の 他 事務局から次回の開催予定を 11月 29日と確認 

       本日の資料等に改めて質問等がある場合には事務局で対応し，別途全員に

対して質問と回答を配布する旨を説明 

４ 閉  会 


